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短葉性ネギの新商品開発



短葉性ネギの育成

「千住群黒柄品種」

「育成系統」

２０１０年２月に品種登録



販売計画に基づいた
計画的な生産

積極的なPR活動 新たな市場確保

２０年 ２１年 ２６年

栽培面積（ha） 2.8 2.4 3.6

出荷量（ｔ） 66.7 50.9 70.4

内首都圏出荷量（ｔ） 0 13.6 52.6

販売金額（千円） 13,801 12,688 15,300

販売単価（円/kg） 207 249 217

マーケティング、育種、栽培、販売
の連携した取り組みの結果

短葉性ネギの新商品開発



タマネギの新作型開発



積雪地帯のタマネギ秋まき栽培

春まき栽培の思い込み秋まき栽培の思い込み



タマネギの新作型開発



表　タマネギの秋冬どり作型

２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月10月 １１月 １２月 １月

いわゆる
セット栽培

播種
子球掘上
地干し
高温処理

貯蔵
下旬
子球
定植

１１月
中旬
～
収穫

育苗期
短日処理
（佐賀県）

上旬は種
本葉1.5～
8/18まで
短日処理
(11時間以下）

下旬
定植

１２月
上旬
～
収穫

目的　自然条件下での育苗、１回の定植で秋冬に収穫できる作型の開発

タマネギの新作型開発

タマネギの主要品種（山川,1984）
品種群 玉肥大 代表品種

日長時間
極早生

白タマネギ 12.0以下 愛知白
極早生

黄タマネギ 12.0以下 貝塚早生早生系
早生

黄タマネギ 12.5内外 貝塚早生晩生系
中生

黄タマネギ 13.0内外 今井早生
晩生

黄タマネギ 13.5内外 淡路中甲高
極晩生

黄タマネギ 14.25内外 札幌黄

品種の熟期は、
「結球における限界日長」
だけでは説明できない・・・
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